
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 内

部

環

境

強み（Strength） 

①農地の集積、集約化の進展 

②新規就農者の一定程度の確保 

③農地基盤整備の進展 

④盆地特有の気温差、日照時間 

⑤県内有数の農畜産物の生産拠点 

⑥米、果樹、豚等の高品質な農畜産物 

⑦地域計画の策定

弱み（Weakness） 

①農業従事者の減少と高齢化 

②経営耕地面積の減少 

③集落営農組織の減少、構成員の高齢化 

④地域農畜産物の認知度の低さ 

⑤条件不利地の遊休農地化

 外

部

環

境

機会（Opportunity） 

①高速交通網の開通 

②東北農林専門職大学の開校 

③新規就農志向の高まり 

④スマート農業、農業 DX による生産性向上 

⑤世界の食料需給の変動 

⑥環境・人権に配慮しない食品の市場から

の排除

脅威（Threat） 

①国内市場の一層の縮小 

②地球温暖化の進行 

③イノシシ等の鳥獣被害の発生 

④資材価格、飼料価格の高騰 

⑤主食用米需要の低下 

⑥気候変動等による食料生産の不安定化

第６次 
南陽市総合計画

食料・農業・農村基本計画

第 2 次南陽市 
農業振興計画

農業経営基盤の強化の促

進に関する基本的な構想

食育・地産地消推進計画

農業振興地域整備計画

農林水産業振興計画

食料・農業・農村基本法

農林水産業元気創造戦略

国 市

県

（令和６年度改定予定）

第２次南陽市農業振興計画概要書 
令和７年３月 19 日策定 

南陽市　農林課 

１　策定の目的 
食料、農業及び農村をめぐる諸情勢が大きく変化していることから、「南陽市農業振興計画」（平

成３０年度～令和６年度）に基づく農業振興施策の成果と課題を分析するとともに、農業所得の向

上と農業経営の安定化、持続可能な地域農業を確立していくため、「第２次南陽市農業振興計画」

を策定し、各種施策を総合的かつ計画的に推進するものです。

２　計画の位置付け 
本計画は、市の最上位計画である第６次南陽市総合計画及び関連計画との整合性を図りつつ、

本市の農業振興を総合的かつ計画的に推進するための指針を示したものです。

３　計画期間 
令和７年度～令和１６年度（１０年間）

５　施策の展開

つながり つどう 

力強い成長を続ける南陽市農業

将来像

１ 人材確保 

・農業者の経営発展支援、経営基盤の強化

等により農業の担い手となる人材の育

成及び確保を行います。 
・新規就農者の掘り起こし、農福連携、女

性活躍、高齢農業者の活動促進など多

様な農業人材を位置付けます。

２ 所得向上 

・効率的かつ安定的な農業経営に資する

ため、農業生産基盤の強化及び効率化、

高度化を支援します。 
・地域特性を活かした農作物の生産振興、

農産物のブランド化、販路拡大等によ

り農業者の所得向上を目指します。

３ 環境保全 

・有機農業の拡大、温室効果ガス排出削

減、生物多様性保全に配慮した農業の

推進、農村の機能の確保等により持続

可能な農業を目指します。 
・消費者における農産物への理解や行動

変容を促すため、農業体験等の食育や

地産地消に向けた取組を進めます。

４ リスク管理 

・気候変動や災害等に強い農業を構築す

るため、関係機関と連携した高温対策

技術や品種、作物の導入支援、自然災害

に対する防災・減災機能の維持強化を

図ります。 
・収入保険等のセーフティネット対策の

利用促進、鳥獣被害の防止対策等によ

り経営の安定化を図ります。

基本目標

１担い手の育成と確保

基本方針 施策

２多様な農業人材の確保

１農業生産基盤の強化

２農産物の生産振興

３農産物のブランド化と販路

拡大

１環境にやさしい農業の推進

２地産地消と食育の推進

３農村の多面的機能の確保

１災害等に強い農業の推進

１新規就農者の発掘と育成

２経営体の経営発展・経営基盤強化

１農福連携、女性の参画促進、高齢

農業者の活動促進

１稲作の振興

２土地利用型作物の振興

３園芸作物（野菜・花き）の振興

４果樹の振興

５畜産の振興・構築連携の推進

１環境保全型農業の推進

１地産地消及び食育の推進

２鳥獣被害対策の推進

１セーフティネット対策の促進

１農業生産基盤整備の推進

３担い手への集積・集約化の推進

１農山村地域の活性化

２防災・減災機能の維持強化

２先端技術活用による生産性向上

２農産物の販路拡大・輸出促進

１農産物のブランド化の推進

３６次産業化（地域資源活用価値創

出対策）の推進
４　現状と課題（ＳＷＯＴによる現状分析）

５


